
別紙２ 

        事業所名    なかよしホームらく    

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 令和 8年 3月 25日（水） 1４時０0分～1５時０0分 

参 加 者  議   題 

利用者       ０名 

利用者家族     ０名 

地域住民の代表者  1 名 

市職員       1 名 

地域包括支援センター職員  1 名 

事業所       2 名 

その他       0 名 

１ 利用実績について 

２ 変化のあった方について 

３ 行事・勉強会について 

４ その他 

 

 

会    議    録 

１ 利用実績について  

  ≪介護度別利用者数≫ 

 要介護 1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計 

1月 8人 5人 3人 0人 2人 18人 

2月 8人 5人 3人 1人 2人 19人 

 

  ≪サービス別延べ利用回数≫    

 通い 訪問 訪問看護 泊まり 

1月 284回 93回 34回 151回 

2月 280回 81回 33回 142回 

 

２ 変化のあった方について 

前回の運営推進会議から、特に変化のあったご利用者様について、報告しまし 

た。 

 

３ 行事・勉強会について 

・1月 新年会  

・2月 節分会 

 

・1月 プライバシー保護、個人情報について 

・2月 高齢者の食事のポイントについて 

 

４ その他 

  ふたば地域包括支援センターより 

3月 15日にマルシェを行い、300人程の地域の方に来ていただいた。 



障害の方や小さい子など多世代の方に参加いただけた。 

地域包括主導で開催して、年に2回春、秋と開催できたらいい。 

場所代を取っていないので、その分商品が安くなって購入者に喜んでもらえ 

た。 

販売された方も売り上げがあがったとの声が聞けました。 

地域のデイの利用者や認知症の方にも参加してもらえた。 

 

「空き家問題」が昨今耳にすることが増えてきた。 

資料をいただき、周知してもらう予定。 

 

身体拘束委員会 

〇体幹の弱い方、拘縮がある方で車いすからずり落ちそう（車椅子の側面か

らも含める）になってしまう。 

落ちないようにＹ字抑制帯、テーブルをつけるなどをすると（⑥）身体拘束

になってしまうので、そういった方に対して身体拘束にならないような対応方

法というとどのような方法があるのか。  

    リクライニングを使用して転倒を防ぐことも身体拘束になってしまうのでは 

ないか。 

 

    リクライニングについては動ける人をリクライニングで動けなくするのは 

   身体拘束になるが、動けない人の転倒防止や離床を促す目的なら身体拘束には 

   あてはまらないのでは。 

 

    体幹が弱い方が起きているのは食事の時がほとんどだと思うので、食事の 

ためのオーバーテーブルを使用することはあるので、それで身体拘束ではなく 

使用できるのではないか。 

 

 身体拘束ではないが、エプロンを使用することも体の自由を制限するという 

観点や成人した人の尊厳としてどうなのかという意見もあり、施設内でエプロ 

ンを廃止するという方向で対応している。 

 

  自己評価について 

    前回の自己評価を受けて意見をお待ちしておりましたが、特になかったよう 

なので今回は次年度の目標を設定しましたので、そのご意見を伺えたらと 

思います。 

 ご意見がございましたら FAXやお電話、口頭、メール等で 

かまいませんので、ご連絡ください。 

次回運営推進会議の予定  令和 8年 5月 27日（水） 14時 00分～  

 

 


